
奈良工業高等専門学校留学生相談員制度実施要項 

 

昭和５９年 ９月２７日制定 

令和 ３年 ３月 １日改正 

 

（目的） 

第１ この要項は，外国人留学生（以下「留学生」という。）に対し，日本人学生による個別

の指導を行い，学習の向上及び環境への適応に資することを目的とする。 

（指導対象） 

第２ 指導は，第３学年及び第４学年の留学生を対象とする。ただし，第４学年の留学生につ

いては，教務主事，寮務主事及び当該学科主任が協議のうえ，指導の対象外とすることが

できる。 

２ 前項にかかわらず，第５学年の留学生については，特別な事情がある場合に限り，教務

主事，寮務主事及び当該学科主任が協議のうえ，指導の対象とすることができる。 

（留学生相談員の委嘱） 

第３ 留学生相談員は，原則として，寮生活面・学業面に分けて選出する。寮生活面について

は，寮生の中から人物が優れた日本人学生を寮務主事が選考し，１名または複数名の留学

生を指導する。学業面については，留学生の所属する学科の中から人物・学業とも優れた

日本人学生を，当該学科主任が選考する。ただし，指導対象となっている第４学年の留学

生については，寮生活面・学業面のどちらか一方でもよいこととする。なお，選出された

留学生相談員は，別紙様式１により校長が委嘱する。 

（委嘱期問） 

第４ 委嘱の期間は，校長が必要と認めた期問とする。 

（指導内容） 

第５ 指導の内容は，別に定める基本指導事項により，日本語能力や基礎学力を補足して学習

上の援助を行うとともに，日常生活上の助言等を行う。 

（指導報告書） 

第６ 留学生相談員は，別紙様式２により毎月指導報告書を校長に提出する。 

（指導謝金） 

第７ 前項の指導報告書に基づき，謝金として予算の範囲内において，毎月支給する。 

（その他） 

第８ この要項に定めるもののほか，留学生相談員制度の運用に必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

この要項は，昭和５９年９月２７日から施行し，昭和５９年４月１日から適用する。 

附 則（平成元年４月１日） 

この要項は，平成元年４月１日より施行し，平成元年１月８日から適用する。 



附 則（平成１０年１２月１７日） 

この要項は，平成１１年４月１日から施行する。 

附 則（平成２４年２月９日） 

この要項は，平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月１３日） 

この要項は，平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年１２月７日） 

この要項は，平成２８年１２月７日から施行する。 

附 則（令和３年３月１日） 

この要項は，令和３年４月１日より施行する。 



別紙様式１ 

 

 

 

委     嘱     状 

 

 

 

 

                           工学科第    学年 

 

                         氏 名 

 

 

 

 

 奈良工業高等専門学校留学生相談員に委嘱する。 

 

 

 

 

 任期は，令和  年  月  日から令和  年  月  日までとする。 

 

 

 

 

   令和  年  月  日 

 

 

 

 

 

               奈良工業高等専門学校長         ㊞ 

 





留学生相談員基本指導事項 

 

 

留学生相談員は，概ね下記に定める内容に従い，計画的に留学生の指導に当たるものと

する。 

記 

（指導内容及び時間） 

１ 一般科目指導   １週間  ２時間程度 

２ 専門科目指導   １週間  ２時間程度 

３ 日本語指導    随    時 

４ 生活指導     随    時 

 

指導内容,指導上特に留意した事項については，毎月の指導報告書に記入のうえ，

学級担任の確認を受けたのち,寮務主事及び学科主任の点検を受けること。 

 


